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も
知
ら
れ
る
よ
い
機
会
に
な
る

に
違
い
な
い
。
楠
は
、
市
街
地

再
開
発
事
業
（
西
新
エ
ル
モ
ー

ル
）
に
伴
っ
て
生
家
か
ら
西
新

緑
地
へ
移
さ
れ
た
の
だ
が
、
移

植
に
ま
つ
わ
る
秘
話
を
、
直
接

事
業
に
携
わ
っ
た
当
時
の
市
の

担
当
者
が
明
か
し
て
く
れ
た
。

　

頭
山
翁
の
生
家
は
、
旧
国
道

を
挟
ん
で
西
新
緑
地
の
向
か
い

側
に
当
た
る
西
新
四
丁
目
に
あ

っ
た
。頭
山
翁
は
慶
応
元
年（
一

八
六
五
）、
十
歳
の
と
き
「
楠

木
正
成
の
よ
う
な
立
派
な
人
に

な
り
た
い
」
と
い
う
願
い
を
込

め
て
、
生
家
の
庭
に
苗
木
を
植

え
た
。
楠
は
生
家
の
庭
で
大
き

く
成
長
し
た
。

　

頭
山
翁
の
生
家
を
含
む
一
帯

を
対
象
に
、
昭
和
四
十
九
年
、

市
街
地
再
開
発
事
業
の
実
施
が

決
定
し
た
。

　

対
象
地
域
の
家
屋
は
立
ち
退

く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
事

業
内
容
に
は
な
か
っ
た
楠
の
移

植
構
想
が
持
ち
上
が
っ
た
。

　
「
あ
の
時
、
市
会
議
員
の
妹

尾
憲
介
先
生
（
故
人
）
か
ら
、

（
楠
の
保
存
を
）
何
と
か
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
相
談

が
あ
っ
た
。
た
ぶ
ん
、
進
藤
一

馬
市
長
（
同
）
の
意
を
受
け
て

の
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
グ
リ
ー
ン
シ

テ
ィ
福
岡
」
理
事
長
の
東
島
勉

さ
ん
（
79
）
は
語
る
。
東
島
さ

ん
が
「
市
都
市
計
画
局
の
公
園

計
画
係
長
か
課
長
の
こ
ろ
」
だ

っ
た
。

　

進
藤
市
長
は
玄
洋
社
記
念
館

理
事
長
で
も
あ
っ
た
。
妹
尾
先

生
は
進
藤
先
生
の
後
を
受
け
て

理
事
長
を
務
め
た
人
。
二
人
は

兄
弟
の
よ
う
に
親
密
で
、
市
政

で
は
進
藤
市
長
を
妹
尾
先
生
が

議
会
か
ら
支
え
た
。

　

苗
木
を
植
え
て
百
年
以
上
。

生
家
の
楠
は
大
木
に
な
っ
て
い

た
。
大
木
の
移
植
は
活
着
が
難

し
い
。
今
の
よ
う
に
樹
木
の
栄

養
剤
も
薬
剤
も
な
い
時
代
。
東

京
農
大
造
園
学
科
出
身
の
東
島

さ
ん
も
確
信
が
持
て
ず
、
九
州

大
学
農
学
部
の
教
授
に
助
言
を

請
い
、
造
園
業
者
に
も
技
術
協

力
を
求
め
た
。

　

市
街
地
開
発
事
業
の
傍
ら
の

時
間
を
制
約
さ
れ
た
条
件
下
で

の
作
業
で
、
根
の
養
生
も
十
分

で
は
な
か
っ
た
。
楠
は
、
更
地

に
な
っ
た
再
開
発
事
業
地
域
内

に
い
っ
た
ん
植
え
て
保
管
さ

れ
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十

一
日
、
西
新
緑
地
に
移
植
さ
れ

た
。
生
家
に
あ
っ
た
頭
山
翁
の

兄
、
筒
井
亀
來
翁
揮
毫
「
頭
山

翁
手
植
之
楠
」
の
碑
も
移
設
さ

れ
た
。
楠
は
、
そ
の
後
も
支
障

な
く
育
っ
た
。

　
「
な
に
し
ろ
大
木
な
の
で
ト

ラ
ッ
ク
に
は
載
ら
ず
、
運
送
会

社
は
特
殊
な
運
搬
車
を
持
っ
て

き
ま
し
た
」
と
東
島
さ
ん
は
お

よ
そ
四
十
年
前
の
奮
闘
を
振
り

返
っ
た
。

（１）

▽�

「
振
武
館
」
活
動
を
再
開
＝
２
面

▽�

「
先
人
館
」
開
設
へ
向
け
前
進
＝
２
面

▽�

「
筑
前
風
濤
録
―
頭
山
満
と
玄
洋
社
」

＝
２
面

▽�

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」
日
程
決
ま

る
＝
３
面

▽�

「
賛
助
会
員
芳
名
録
」
＝
３
面

玄洋社憲則

第一条　皇室ヲ敬戴ス可シ

第二条　本国ヲ愛重ス可シ

第三条　人民ノ権利ヲ固守

ス可シ　

　

福
岡
市
早
良
区
西
新
二
丁
目

の
旧
国
道
二
〇
二
号
に
面
し
た

小
公
園
「
西
新
緑
地
」
に
雄
々

し
く
立
つ「
頭
山
翁
手
植
之
楠
」

が
、
か
つ
て
頭
山
満
翁
の
生
家

に
あ
っ
た
こ
ろ
の
写
真
が
、
福

岡
市
早
良
区
役
所
地
域
支
援
課

が
昨
年
末
に
発
行
し
た
写
真
集

「
早
良
区
お
宝
写
真
今
昔
物
語

　

い
～
ね
！
」
に
解
説
文
を
つ

け
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

写
真
集
は
同
区
の
地
域
愛
の

醸
成
を
目
的
に
発
行
さ
れ
た

が
、
郷
土
が
生
ん
だ
頭
山
翁
や

玄
洋
社
の
存
在
が
若
い
世
代
に

写真集に掲載された頭山翁生家の手植えの楠＝左
上＝が写っている写真（部分）。写真下に見える
のは西鉄市内電車の貫線。左が天神方面、右が姪
浜方面。（写真は福岡市総合図書館所蔵のフクニ
チ新聞資料）

頭山翁生家の 「手植えの楠」

東
島
勉
さ
ん

西
新
緑
地
の
手
植
え
の
楠
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活
動
を
休
止
し
て
い
た
鳥
飼

八
幡
宮
＝
福
岡
市
中
央
区
今
川

一
、
山
内
勝
二
郎
宮
司
＝
境
内

の
柔
道
場
「
振
武
館
」
が
、
昨

年
九
月
か
ら
稽
古
を
再
開
し

た
。

　

同
八
幡
宮
氏
子
で
も
あ
る
野

崎
裕
介
さ
ん
（
30
）
＝
同
区
荒

戸
二
＝
が
館
長
に
就
任
、
同
館

Ｏ
Ｂ
の
お
孫
さ
ん
ら
幼
稚
園
児

か
ら
小
学
生
ま
で
四
人
の
門
弟

が
再
開
一
期
生
と
し
て
受
け
身

や
技
の
習
得
に
励
ん
で
い
る
。

稽
古
は
毎
週
火
曜
日
の
午
後
六

時
半
か
ら
同
八
時
ま
で
。

　

青
少
年
の
柔
道
離
れ
な
ど
も

あ
っ
て
、「
振
武
館
」
は
約
十

年
前
か
ら
活
動
を
休
止
し
て
い

た
。
野
崎
さ
ん
は
、
一
昨
年
、

体
調
を
崩
し
た
時
、
中
学
、
高

校
時
代
を
送
っ
た
青
雲
学
園

（
長
崎
県
）
で
親
し
み
、
自
身

の
原
点
と
し
て
い
た
柔
道
と
改

め
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し

た
。

　

稽
古
す
る
道
場
を
探
す
過
程

で
休
止
中
の
「
振
武
館
」
を
知

り
、
八
幡
宮
の
山
内
圭
司
権
祢

宜
と
相
談
の
結
果
、
野
崎
さ
ん

　

玄
洋
社
記
念
館
理
事
で
福
岡

市
議
会
議
員
の
妹
尾
俊
見
氏
が

提
唱
し
て
い
る
「
先
人
館
」
の

開
設
が
実
現
へ
向
け
て
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

　

妹
尾
理
事
の
提
唱
は
、
昨
年

三
月
に
閉
校
し
た
大
名
小
学
校

の
、
昭
和
四
年
建
設
の
校
舎
を

保
存
し
、
中
に
市
政
の
歩
み
の

展
示
館
と
、
玄
洋
社
先
覚
は
じ

（
前
号
よ
り
続
く
）

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
六
月
、
ペ
リ
ー
提
督
に
率
い
ら

れ
た
ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
の
浦
賀
来
航
に
よ
っ
て
幕
藩
体

制
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
根
底
か
ら
揺
れ
始
め
る
。

　

変
革
を
望
む
有
志
、
青
年
た
ち
の
動
き
は
大
き
な
う
ね
り
と

な
り
、
や
が
て
激
し
い
風
濤
の
よ
う
に
幕
府
の
足
も
と
に
打
ち

寄
せ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

幕
府
、
諸
侯
も
こ
れ
に
対
応
し
て
、
あ
る
と
き
は
強
圧
に
よ

っ
て
、
あ
る
時
は
宥
和
手
段
で
事
態
を
切
り
抜
け
よ
う
と
す
る

が
、
時
の
流
れ
に
抗
す
る
こ
と
は
で
き
ず
幕
府
は
瓦
解
し
、
代

わ
っ
て
明
治
新
政
府
が
登
場
す
る
。

　

こ
の
大
転
換
の
時
代
に
筑
前
藩
は
ど
う
対
処
し
た
か
。
そ
の

こ
と
は
藩
士
た
ち
の
運
命
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
後
年
、

玄
洋
社
が
生
ま
れ
る
要
因
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

　

箱
田
、
進
藤
、
頭
山
等
矯
志
社
の
同
志
た
ち
が
福
岡
の
獄
舎

を
出
た
明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）
か
ら
ペ
リ
ー
来
航
の
嘉
永

六
年
（
一
八
五
三
年
）
ま
で
時
間
を
引
き
戻
し
て
み
よ
う
。
こ

の
間
は
二
十
四
年
、
お
よ
そ
四
分
の
一
世
紀
で
あ
る
。

　

嘉
永
六
年
、
浦
賀
沖
に
ア
メ
リ
カ
東
印
度
艦
隊
の
四
隻
の
黒

船
が
姿
を
現
し
提
督
ペ
リ
ー
が
日
本
の
開
国
を
迫
っ
て
き
た

時
、
幕
閣
の
動
揺
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ペ
リ
ー
の
来
日
は
決
し
て
寝
耳
に
水
の
突
発
事
件
で
は
な
か

っ
た
。
既
に
七
年
前
の
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
年
）
に
も
ア
メ

リ
カ
の
使
節
が
開
国
を
打
診
す
る
た
め
に
来
日
し
て
お
り
オ
ラ

ン
ダ
か
ら
も
「
ア
メ
リ
カ
の
開
国
使
節
が
や
っ
て
く
る
」
と
い

う
警
告
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。�

（
こ
の
項
続
く
）

（２）

を
館
長
に
「
振
武
館
」
の
再
開

が
決
ま
っ
た
。「
孫
に
柔
道
を

習
わ
せ
た
い
」
と
い
う
「
振
武

館
」
Ｏ
Ｂ
の
箱
嶌
八
郎
さ
ん

（
74
）も
名
誉
師
範
で
加
わ
り
、

昨
年
七
月
五
日
に
賛
同
者
ら
関

係
者
が
列
席
し
て
、
道
場
開
き

　
「
振
武
館
」
は
、
玄
洋
社
先

覚
と
の
関
わ
り
が
深
い
。

　

創
設
は
玄
洋
社
が
誕
生
し
た

翌
年
の
明
治
十
三
年
。
後
、
外

交
官
と
な
る
山
座
円
次
郎
（
当

時
十
五
歳
）
や
軍
人
と
な
る
吉

岡
友
愛
（
当
時
十
八
歳
）
＝
い

ず
れ
も
後
に
玄
洋
社
員
＝
ら
青

少
年
が
、
錬
成
グ
ル
ー
プ
「
達

聡
舎
」
を
結
成
。
鳥
飼
八
幡
宮

に
近
い
福
岡
市
地
行
西
町

（
現
、
中
央
区
今
川
）
の
米
屋

の
空
き
倉
庫
を
借
り
て
読
書
や

練
武
に
励
ん
だ
。
ま
だ
、
名
称

は
な
い
が
、こ
れ
が「
振
武
館
」

の
前
身
で
あ
る
。

　

明
治
三
十
五
年
、
錬
成
グ
ル

ー
プ
の
一
員
で
あ
り
、
修
猷
館

生
徒
だ
っ
た
中
野
正
剛
（
後
、

玄
洋
社
員
）
ら
が
自
前
の
道
場

建
設
を
思
い
立
ち
、
代
議
士
だ

っ
た
平
岡
浩
太
郎
（
初
代
玄
洋

社
社
長
）
ら
先
輩
有
志
の
援
助

で
地
行
六
番
町
（
現
、
同
）
の

平
野
國
臣
の
屋
敷
跡
に
道
場
を

建
て「
振
武
館
」と
名
づ
け
た
。

若
き
日
の
緒
方
竹
虎
（
吉
田
内

閣
副
総
理
、
玄
洋
社
員
）、
安

川
第
五
郎
（
安
川
電
機
会
長
、

同
）
ら
も
稽
古
に
通
っ
た
。

　

大
正
十
年
、
建
て
替
え
の
時

期
を
迎
え
た
の
を
機
会
に
、
現

在
地
の
鳥
飼
八
幡
宮
境
内
に
新

築
、
移
転
し
た
。
代
議
士
に
な

っ
て
い
た
中
野
正
剛
は
じ
め
道

場
の
先
輩
有
志
の
支
援
と
、「
氏

子
の
子
弟
の
錬
成
の
た
め
な

ら
」
と
い
う
鳥
飼
八
幡
宮
の
理

解
が
あ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
だ

っ
た
。

　

敗
戦
の
試
練
を
乗
り
越
え
、

戦
後
も
多
く
の
学
生
、
社
会
人

が「
振
武
館
」の
門
を
く
ぐ
り
、

昭
和
六
十
一
年
に
は
Ｏ
Ｂ
ら
の

奔
走
で
建
て
替
え
ら
れ
現
在
の

姿
に
な
っ
た
。

　

道
場
は
四
十
畳
。
壁
の
門
人

の
名
札
に
は
「
先
輩
」
の
部
に

山
座
円
次
郎
、
中
野
正
剛
、
緒

方
竹
虎
の
名
が
見
え
る
。
玄
洋

社
の
魂
が
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う

な
、
こ
の
「
振
武
館
」
の
隆
盛

を
願
う
人
は
今
も
多
い
。

の
神
事
が
斎
行
さ
れ
た
。

め
福
岡
の
歴
史
を
紡
い
だ
先
人

た
ち
の
偉
業
を
伝
承
す
る
「
先

人
館
」
を
開
設
し
よ
う
と
い
う

も
の
。
同
校
は
福
岡
県
初
の
総

理
大
臣
、
廣
田
弘
毅
先
生
の
母

校
。「
先
人
館
」
は
妹
尾
理
事

が
名
づ
け
た
仮
称
。

　

昨
年
十
二
月
の
市
議
会
の
一

般
質
問
で
妹
尾
理
事
が
「
ぜ
ひ

実
現
を
」
と
市
に
迫
り
、
市
は

学
校
跡
地
の
活
用
を
検
討
す
る

委
員
会
を
設
置
す
る
、と
答
弁
。

地
元
住
民
や
行
政
、
学
識
者
で

構
成
す
る
検
討
委
員
会
が
設
置

さ
れ
一
月
二
十
九
日
、
一
回
目

の
会
合
が
開
か
れ
た
。
平
成
二

十
七
年
度
中
に
施
設
整
備
の
基

本
方
針
が
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

高
島
宗
一
郎
市
長
も
「
歴
史

を
礎
に
こ
れ
か
ら
の
福
岡
を
つ

く
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込

め
た
場
に
し
た
い
」
と
議
会
で

述
べ
て
い
る
。

鳥
飼
八
幡
宮
境
内
の
柔
道
場

「
先
人
館
」

「
振
武
館
」
活
動
を
再
開

開
設
へ
向
け
前
進

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

〈5〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

「
振
武
館
」
の
創
設
は

少
年
・
山
座
円
次
郎
ら

野崎裕介さん

鳥飼八幡宮境内の「振武館」

玄洋社先覚の名前が見える道場の名札
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花
　
田
　
　
　
　
勲

児
　
玉
　
　
和
　
久

代
表
取
締
役

入

　江

　秀

　雄

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
│
82

　
　
　
　
　
電
気
ビ
ル
本
館
地
下
１
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
３

　
810-
0004

株
式
会
社

　オ
ー
・
エ
ー
企
画

代
表
取
締
役
会
長

代
表
取
締
役
社
長

学
問
の
神
様
、
菅
原
道
真
公
を

祭
る
太
宰
府
天
満
宮
（
福
岡
県

太
宰
府
市
）
は
、
新
年
か
ら
春

に
か
け
て
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
る
。
初
詣
客
は
三
が
日
で

二
百
万
人
を
下
ら
な
い
。

　

そ
の
後
は
、
中
学
、
高
校
生

が
入
学
試
験
の
合
格
祈
願
に
訪

れ
る
。
境
内
の
随
所
に
設
け
ら

れ
た
柵
に
は
、
願
い
事
を
記
し

た
絵
馬
が
び
っ
し
り
。
○
○
高

校
に
、
△
△
大
学
に
、
合
格
し

ま
す
よ
う
に
―
。
文
字
に
込
め

ら
れ
た
願
い
は
切
実
。

　

祈
願
に
訪
れ
る
生
徒
は
ほ
と

ん
ど
が
私
服
。
か
つ
て
の
よ
う

な
制
服
姿
は
見
ら
れ
な
い
。

　

◆
加
藤
昌
弘
師
の
十
三
回
忌

法
要　

筑
前
黒
田
藩
の
勤
皇
派

家
老
、
加
藤
司
書
公
の
菩
提

寺
、
節
信
院
＝
福
岡
市
博
多
区

御
供
所
町
、
喜
納
浩
一
住
職
＝

の
前
住
職
、
加
藤
昌
弘
師
の
十

三
回
忌
法
要
が
命
日
の
七
月
十

六
日
午
前
十
一
時
か
ら
同
寺
で

執
り
行
わ
れ
る
。

◆
に
ぎ
わ
う
春
の
天
満
宮

　

昌
弘
師
は
、司
書
公
の
曾
孫
。

平
成
十
五
年
、
八
十
三
歳
で
逝

去
さ
れ
た
。

　

昭
和
十
七
年
に
召
集
を
受
け

満
州
へ
。
終
戦
で
シ
ベ
リ
ア
抑

留
の
後
、同
二
十
三
年
に
復
員
。

同
二
十
年
六
月
十
九
日
の
福
岡

大
空
襲
で
焼
失
し
た
節
信
院
の

再
建
に
父
、
大
輔
師
と
共
に
取

り
組
ま
れ
た
。

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
三
万
円
】

花
田　
　

勲　
　
　
（
東
京
都
）

　
【
一
万
円
】

加
藤　

幸
子　
　
　
（
古
賀
市
）

秦　
　

惟
人　
　
（
太
宰
府
市
）

酒
井　

智
堂　
　
（
鹿
児
島
市
）

賛
助
会
員
芳
名
録

　
（
３
月
３
日
現
在
・
敬
称
略
）

い
た
だ
き
ま
す
。

　

法
人
会
員
の
皆
様
、
個
人

会
員
の
皆
様
に
は
、
経
済
環

境
厳
し
い
折
、
誠
に
恐
縮
で

は
あ
り
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ

し
く
ご
賛
助
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

賛
助
会
費
の
受
け
付
け
要

領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一
万

円
　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝
一

口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た
は

銀
行
振
込
で
お
願
い
致
し
ま

す
。
振
込
先
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番
号

０
１
７
７
０
～
１
～
２
０
７

３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店　

普

通
預
金　

口
座
番
号
０
７
４

０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
一
般

社
団
法
人　

玄
洋
社
記
念

館
」
で
す
。

　

玄
洋
社
記
念
館
賛
助
会
員

の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
は
、
当
記
念
館
の

諸
事
業
に
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
太
平
洋
戦
争
の
終

戦
か
ら
七
十
年
で
す
。
人
で

い
え
ば
古
稀
に
相
当
す
る
こ

の
年
月
を
、
日
本
国
民
は
、

平
和
国
家
を
目
指
し
て
歩
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
日

の
日
本
。
物
心
双
方
を
反
映

す
る
諸
現
象
に
、
国
民
の
思

い
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
。

　

玄
洋
社
記
念
館
は
、
創
設

者
、
故
進
藤
一
馬
先
生
の
意

を
体
し
、
戦
争
回
避
に
腐
心

し
た
廣
田
弘
毅
先
生
、
東
條

英
機
に
抵
抗
し
た
中
野
正
剛

先
生
の
顕
彰
行
事
を
催
し
、

ア
ジ
ア
の
平
和
を
願
っ
た
頭

山
満
翁
は
じ
め
玄
洋
社
諸
先

覚
の
精
神
の
伝
承
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
も
四
月
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
当
記
念
館

は
同
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
七
年
度
分
の
賛
助
会
費

の
受
け
付
け
を
始
め
さ
せ
て

　

不
条
理
な
判
決
に
一
言
の

弁
解
も
せ
ず
刑
場
に
消
え
た

悲
運
の
宰
相
、
廣
田
弘
毅
先

生
の
ご
遺
徳
を
顕
彰
す
る

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

を
、
今
年
は
５
月
16
日
（
土

曜
日
）
午
前
11
時
か
ら
斎
行

し
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
玄

洋
社
記
念
館
の
主
催
で
す
。

　

場
所
は
福
岡
市
城
内
５

（
福
岡
市
美
術
館
入
り
口
）

の
廣
田
先
生
の
銅
像
前
で

す
。
午
後
１
時
か
ら
護
国
神

社
参
集
殿
で
勉
強
会
を
開
き

ま
す
。

　

参
加
費
は
千
円
。
詳
細
は

玄
洋
社
記
念
館
（
電
話
０
９

２
・
７
６
２
・
２
５
１
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ 

い
。

鈴なりの絵馬

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

今
年
は
５
月
16
日
に
齋
行

会
費
納
入
の
お
願
い

平
成
27
年
度

一
般
社
団
法
人

�
玄
洋
社
記
念
館
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ッ
と
し
て
い
た
り
、
逆
に
ひ
ど

く
か
す
れ
て
い
た
り
、
筆
先
が

割
れ
て
い
て
線
に
隙
間
が
生
じ

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
ま
ず
本

物
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ

そ
の
場
合
で
も
作
品
の
良
し
悪

い
な
い
よ
う
で
す
。

　

後
の
頭
山
の
書
の
よ
う
に
独

特
の
、
躍
動
す
る
筆
致
で
な
く

と
も
、
つ
ま
り
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
書
道
の
お
手
本
に
近
い
字

で
あ
っ
て
も
、
本
物
と
思
わ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
枯
れ
た

味
わ
い
、
精
神
的
な
高
み
を
感

じ
さ
せ
る
よ
う
な
、
頭
山
ら
し

さ
の
あ
る
書
は
、
い
っ
た
ん
は

書
道
の
お
手
本
に
忠
実
な
、
個

性
の
な
い
書
を
く
ぐ
り
抜
け
た

も
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
神
田

優
さ
ん
か
ら
お
送
り
い
た
だ
い

た
情
報
で
す
。
千
葉
県
館
山

市
・
洲す

の

崎さ
き

神
社
に
頭
山
書
の
題

額
を
持
つ
記
念
碑
が
あ
り
ま
し

た
。
題
額
と
は
石
碑
の
正
面
の

上
部
に
額
縁
の
よ
う
な
枠
が
あ

り
、
そ
こ
に
碑
の
名
称
が
書
か

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
場

合
は
「
敬
神
風
化
之
碑　

頭
山

満　

印　

印
」
で
、
書
体
は
篆て

ん

書し
ょ

で
す
。
頭
山
満
が
竹
筆
を
用

い
ず
、
し
か
も
篆
書
を
書
い
て

い
る
と
い
う
の
は
非
常
に
珍
し

い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
碑
文

は
次
の
通
り
（
神
田
さ
ん
か
ら

送
ら
れ
た
写
真
を
読
み
取
り
、

苔こ
け

な
ど
で
読
め
な
い
と
こ
ろ
は

神
田
さ
ん
の
メ
モ
を
参
照
）。

旧
字
を
新
字
に
直
し
、
句
読
点

と
ル
ビ
を
加
え
ま
し
た
。

◆

し
が
極
端
で
す
。
一
日
に
何
十

枚
、
何
百
枚
も
書
く
こ
と
が
あ

っ
た
と
す
る
と
、
力
が
な
く
、

墨
継
ぎ
を
せ
ず
、
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ

ろ
し
た
線
に
な
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
本
物
で
あ
っ
て
も

書
か
ら
受
け
る
感
銘
が
薄
く
な

る
の
は
や
む
を
え
ま
せ
ん
。
署

名
と
印
を
満
た
し
て
い
て
も
、

頭
山
の
周
囲
の
人
た
ち
が
代
筆

し
た
可
能
性
も
疑
わ
れ
る
よ
う

で
す
。
あ
ま
り
も
の
頭
山
の
忙

し
さ
に
、
援
助
の
手
を
差
し
延

べ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。

　

３　

竹
筆
を
使
用

し
て
い
な
い
。
…
こ

れ
は
偽
物
の
可
能
性

が
生
じ
ま
す
。
殊
に

書
道
の
お
手
本
の
よ

う
な
端
正
な
文
字
を

見
る
と
、
頭
山
の
本

物
の
書
を
知
ら
ず
に

書
い
た
の
で
は
な
い

か
、
と
す
ら
思
え
ま

す
。
し
か
し
頭
山
自

身
が
あ
る
時
期
か
ら

竹
筆
を
用
い
る
よ
う

に
な
る
の
で
、
そ
れ

ま
で
は
ふ
つ
う
の
筆

を
使
っ
て
い
た
わ
け

で
す
し
、
竹
筆
を
使

っ
て
い
る
時
期
で
あ

っ
て
も
、
改
ま
っ
た

形
の
も
の
に
は
、
あ

え
て
竹
筆
を
用
い
て

　

頭
山
満
ま
た
は
立
雲
と
い
う

署
名
の
あ
る
書
を
た
く
さ
ん
見

て
思
う
の
は
、
頭
山
満
は
字
が

う
ま
い
の
か
、
へ
た
な
の
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

見
れ
ば
見
る
ほ
ど
混
乱
し
て
し

ま
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の

理
由
を
考
え
て
み
ま
す
。

　

１　

署
名
は
あ
る
が
印

が
押
さ
れ
て
い
な
い
。
…

偽
物
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
右
上
の
一
顆
、
左
下

の
署
名
の
下
の
二
顆
は
基

本
的
に
そ
ろ
っ
て
い
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し

三
顆
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い

本
物
も
中
に
は
あ
り
ま

す
。
署
名
は
草
書
「
頭
」

＋
楷
書
「
山
」
＋
極
端
に

く
ず
し
た
草
書
「
満
」
で

す
。
こ
の
特
徴
を
欠
い
た

署
名
は
や
は
り
偽
物
が
疑

わ
れ
ま
す
。

　

２　

署
名
が
あ
り
、
印

も
押
さ
れ
て
い
て
、
竹
筆

を
使
用
し
て
い
る
。
…
竹

筆
の
特
徴
は
、
墨
が
ボ
テ

忠
実
勤
倹
ノ
民
風
、
荒
怠
ヲ
相

誡
メ
テ
剛
健
精
神
ヲ
礎
（
読
み

不
明
）
ク
。
千
葉
県
安
房
郡
西に

し

岬ざ
き

村
（
現
館
山
市
）
洲す

の

崎さ
き

区
民

等
惟こ

レ
和
シ
、
大
正
大
震
災
ニ

倒
潰
セ
ル
洲
崎
神
社
ノ
拝
殿
ヲ

直
ニ
復
旧
シ
、
祭
神
天あ

め

比の
ひ

理り

乃の

咩め
の

命み
こ
と

ノ
丕ひ

顕け
ん

ナ
ル
御
神
徳
ニ

答
へ
奉
リ
、
民
安
堵
、
業
福
祉

ノ
万
古
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
懸
望
祈

願
シ
、
神
威
加
ハ
ル
。
漁
船
ノ

根
拠
地
栄
之
浦
港
ト
、
間
口
港

ノ
大
震
地
変
ヲ
、
大
正
十
四
年

六
月
復
旧
シ
テ
、
二
港
繋
船
ノ

便
ヲ
計
リ
、
更
ニ
二
年
八
箇
月

ヲ
費
シ
、
港
内
ニ
推
（
堆
）
積

セ
ル
泥
土
ノ
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫

事
業
ヲ
完
成

シ
タ
ル
ニ
、
半
歳
ニ
シ
テ
昭
和

十
一
年
十
一
月
三
日
大
海つ

な
み潚

（
嘯
）
襲
来
シ
、
間
口
港
ノ
堤

防
ヲ
決
潰
ス
ル
ノ
災
厄
ニ
遭
会

ス
。
区
民
等
直
ニ
復
旧
ノ
工
ヲ

起
ス
ト
同
時
ニ
、
旧
態
ノ
神
社

社
務
所
ノ
新
築
ヲ
進

行
セ
シ
メ
テ
、
堤
防

ハ
翌
年
七
月
竣
工
セ

リ
。
敬
神
ノ
念
厚
キ

区
民
等
、
災
厄
頻
リ

ニ
至
ル
モ
惓う

（
倦
）

マ
ズ
。
数
回
ノ
工
事

ニ
僅
々
五
十
七
戸
ノ

区
民
ガ
和
衷
協
同
シ

テ
、
四
万
余
円
ノ
巨
費
ト
労
務

ヲ
醵
出
分
担
シ
、
表
誠
飽
ク
ナ

ク
神
ノ
宣
揚
ニ
勉
メ
タ
ル
ハ
、

日
本
精
神
ヲ
孚ふ

尹い
ん

セ
シ
ム
ル
モ

ノ
。
其
業
ヲ
伝
ヘ
テ
後こ

う

昆こ
ん

ニ
貽の

こ

サ
ン
ト
ス
ル
志
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

伝
へ
テ
美
シ
キ
教
本
タ
ル
ベ
キ

モ
ノ
ト
信
ズ
。

　

紀
元
二
千
五
百
九
十
七
年
八

月　

頭
山　

満
題
額

　
　
　

明
治
大
学
教
授　

藤
澤

衛も
り

彦ひ
こ

撰
文
并

な
ら
び
に

書　

印　

印

◆

　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

ー
書
と
人
物
ー

に
建
っ
た
記
念
碑
で
す
。
関
東

大
震
災
か
ら
復
旧
間
も
な
く
大

津
波
の
被
害
を
受
け
、
そ
れ
で

も
港
の
堤
防
の
復
旧
、
神
社
の

新
築
に
努
め
た
村
民
の
志
を
後

世
に
伝
え
た
い
と
い
う
も
の
。

頭
山
満
は
た
い
へ
ん
な
敬
神
家

で
す
か
ら
、
心
か
ら
趣
旨
に
賛

同
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

※
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
野

村
雄
造
様
、
な
ら
び
に
写
真
な

ど
を
ご
提
供
下
さ
っ
た
神
田
優

様
に
深
謝
し
ま
す
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 63 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

⑦

題額

碑　全景

洲崎神社　全景


